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「元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹原市。」の実現に向けて

　本格的な人口減少社会が到来する中，本市が持続可能な都市として
発展していくためには，本市の強みである「人と人の顔が見えるコミュ
ニティ」を未来への礎として，市民と行政が一体となってまちづくり
に取り組み，賑わいや活力を生み出していくことが重要です。
　そのため，この度，私たちが目指すべきまちの姿を明らかにするとと
もに，その実現のために取り組んでいく施策を掲げた「第６次竹原市
総合計画」を策定しました。
　市民と行政が本市の目指すべきまちの姿を共有し，それぞれが自身の
役割と責任を担いながら，地域課題を一緒に解決することにより，誰も
が住みやすさを実感し，誇らしいと思える『元気な竹原市』の実現に向
けたまちづくりを進めていきましょう。

　平成３１年 (2019) ３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　竹原市長

　本市では，「誇りと愛着を持てるまち」，「個性的で魅力
あるまち」を目指し，急速な少子・高齢化と本格的な人
口減少が進行する中でも，持続可能な都市となるよう，

①  人を活かす

②  地域資源を活かす

10 年後の目指すまちの姿（将来都市像）
　本市の特色を活かして “ 住みやすさ ”“ 暮らしやすさ ” に磨きをかけ，暮らしの満足度を向上させることにより，
基本理念で掲げるまちづくりを展開し，10 年後のまちの姿（将来都市像）を次のとおり設定します。

暮らし誇らし、竹原市。元気と笑顔が織り成す

“ 元気 ” 市民の誰もが「いきいきと活躍する姿｣ と本市の魅力を活かした「交流や産業による賑わうまち」
“ 笑顔 ” 市民の「安全・安心で快適な心地いい暮らし｣ と「互いに支え合う優しさ」
あふれる元気と輝く笑顔が “ 幾重にも重なり ”，市民一人一人が “ たけはら暮らし ” が “ 誇らしい ” と思う。
本市は，「生まれて良かった，住んで良かった，帰ってきたい，住んでみたい」と思える元気な竹原市の実現に向け，

『誰もが住みやすいと実感し，誇らしく思えるまち』を目指します。

を基本理念として，まちづくりに取り組みます。

本市の未来創造に向け，まちづくりの方向を明らかにする指針・最上位計画として，新しい総合計画を策定しました。

ー構成ー
基本構想…本市の目指すべき将来像を示すもの
　　　　　（平成 31 年度 (2019) ～ 2028 年度 (10 年間 )）

基本計画…基本構想で示した将来像の実現に向けて，
　　　　　5 年間の取組の方向性などを示すもの
　　　　　（前期）平成 31 年度 (2019) ～ 2023 年度 (5 年間 )
　　　　　（後期）2024 年度～ 2028 年度 (5 年間 )

総合計画の概要

竹原市のあゆみ（年表）

10 年間

基本計画

基本構想

5 年間 5 年間

平成31年度
（2019）

2023
年度

2024
年度

2028
年度

基本理念 基本的視点

「生まれて良かった、住んで良かった、
  帰ってきたい、住んでみたい」
 と思える元気な竹原市の実現

　まちづくりを進めるにあたっては，
“ 本市の財産 ” である多様な人材と誇れ
る多くの地域資源を最大限に活かして，
まちの個性や魅力の創出を図ります。

まちづくりの考え方（まちづくりの基本認識）

【将来都市像の使用フォント】
“元気”“笑顔”《HGゴシックM》

“と”“が織り成す”
“暮らし誇らし、竹原市。”《ＭＳ明朝》

（前期） （後期）

2 3



4 5

総合計画の体系
●また，将来都市像の実現に向けた取組を加速するた

め，分野別の施策の方向性のうち，重点的に取り組
むものを「たけはら元気プロジェクト」として位置
付けます。

　
　

元
気
と
笑
顔
が
織
り
成
す　

暮
ら
し
誇
ら
し
、
竹
原
市
。

基本構想 基本計画

■ 施策の方向性（分野）

平成30年7月豪雨災害 竹原市復旧・復興プラン
『#がんばろう竹原』

将来都市像

自然・歴史・文化に育まれ、
人々に守られ磨かれた資源が
人々を魅了する賑わいのあるまち

将来像 1 個性

“ 文教のまちたけはら ” の
精神を受け継ぎ、地域を支え、
世界中で活躍する人々を輩出するまち

将来像 2 人材

誰もがいつまでもいきいきと
自分らしく輝く活力と
優しさがあふれるまち

将来像 3 活力

瀬戸内の恵まれた風土と
市民の絆のもと、誰もが安全・安心で
快適に生活できるまち

将来像 4 基盤

《基本計画の構成》
将来像の実現に向けた取組
❶ たけはら元気プロジェクト
❷ 分野別施策

災害からの早期復興・復旧（重点テーマ）
　平成 30 年 (2018)7 月に発生した豪雨災害では，本市においても観測史上
最大の雨量となり，市内各所において，土砂災害や河川の氾濫など，甚大な
被害が発生しました。
　将来都市像の実現のためには，この災害からの早期復旧・復興が不可欠で
あることから，第６次竹原市総合計画において，重点テーマとして設定します。
基本計画には，　

を位置付け，災害からの早期復旧・復興に向けた取組を推進していきます。

たけはら元気プロジェクト
　基本構想に掲げる 10 年後の将来都市像

「元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹

原市。」の実現への取組を加速するため，前
期基本計画の 5 年間において，重点的に取
り組む施策を「たけはら元気プロジェクト」
として設定します。

　プロジェクトの設定にあたっては，テーマ
を『元気』とし，テーマに即した施策の実施
により，本市の財産である“人”と“地域資源”
の融合による魅力を活かした “ 賑わい ” を創
出し，『元気』の源となる “ ちから ” づくり
を推進します。

たけはら元気プロジェクト

● 歴史を活かしたまちづくりの推進
● 観光・交流の更なる推進
● 移住・定住の促進

● 地域における子育て前から子育て期
   までの支援の推進
● 地域力の強化

人の流れ 地域力

賑わい，活力の創出

分野別施策の加速

「元気と笑顔が織り成す　暮らし誇らし、竹原市。」の実現
将来都市像

呼び込む “ ちから ” づくり 育てる “ ちから ” づくり

平成30年7月豪雨災害 竹原市復旧・復興プラン

『#がんばろう竹原』

●基本計画では，基本構想に掲げる将来都市像の実現
に向けて，重点テーマに基づく施策や 10 年後の将
来像，目標像に資する分野別の施策の方向性などを
体系的に整理しています。

平成 30 年 7 月豪雨災害からの早期復旧・復興
に向けた取組 
 （平成 30 年 7 月豪雨災害　竹原市復旧・復興
 プラン「# がんばろう竹原」）

1 2

誰もがお互いに尊重し合い、
いつまでもはつらつと活躍している目標像 5

様々な仕事に挑戦できる元気な産業が
育ち、活気に満ちている目標像 4

市民一人一人が自ら学び、
様々な場面で協力しながら活躍している目標像 3

子供たちが夢の実現に向け
挑戦できる環境が確保されている目標像 2

竹原らしさを感じるまちに
人々が集まり賑わいが生まれている目標像 1

生活の基盤が整備され、
快適に暮らしている目標像 6

市民が支え合う絆を大切にし、
安全・安心な生活環境が確保されている目標像 7

人権推進，男女共同参画社会，健康づくり，高齢者福祉，
障害者福祉，地域福祉

雇用・労働，商工業，農林水産業

生涯学習，協働のまちづくり

子育て前の支援，子育て支援，学校教育

自然環境，歴史・文化財，景観，観光・交流，移住・定住，
コンパクトな市街地とネットワークの形成

道路網・港湾，住環境，上水道・下水道，循環型社会

防災・減災，交通安全・防犯・消費者行政

た
け
は
ら
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重点テーマ 平成 30 年 7 月豪雨災害からの早期復旧・復興



将来像の実現に向けて（前期５年間の取組）
基本構想で示した将来像の実現に向けて，前期５年間（平成 31 年度 (2019) ～ 2023 年度）の主な取組は以下のとおりです。

名誉市民 竹原市の偉人

竹原らしさを
感じるまちに
人々が集まり
賑わいが
生まれている

子供たちが
夢の実現に向け
挑戦できる環境
が確保されている

様々な仕事に
挑戦できる
元気な産業が
育ち、活気に
満ちている

生活の基盤が
整備され、
快適に
暮らしている

市民一人一人が
自ら学び、
様々な場面で
協力しながら
活躍している

誰もがお互いに
尊重し合い、
いつまでも
はつらつと
活躍している

市民が支え合う
絆を大切にし、
安全・安心な
生活環境が
確保されている

目標像 1

目標像 2

目標像 4

目標像 6

目標像 3

目標像 5

目標像 7

1 自然環境
①地球温暖化対策の推進　②自然環境保全と活用の推進　③生活環境保全の推進

2 歴史・文化財
①文化財の保存・継承の推進　②文化財の活用の推進　③歴史資産の普及啓発の推進

3 景観
①誘導・規制による景観保全　②官民連携による歴史的建造物の活用　③自然景観の保全

4 観光・交流
①観光コンテンツと広域観光ルートの開発　②インバウンド観光の推進　
③観光プロモーションの展開

5 移住・定住
①移住に係る情報発信と受入環境づくり　
②移住・定住を促進するための総合的な施策展開

6 コンパクトな市街地とネットワークの形成
①良好な居住環境の整備・都市機能の集積と賑わいの創出
②持続可能な公共交通体系の構築と利用促進

1 子育て前の支援
①出会い・結婚への支援　②妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援の充実
③子供をのぞむ世帯への支援　④安心して出産できる体制づくり

2 子育て支援
①地域における妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援の充実
②子供と母親の健康増進　③子供の健やかな成長を支える学び・体験の場の確保・充実
④多様化する保育ニーズへの対応　⑤子育てへの経済的支援
⑥青少年の健全育成に向けた環境づくりの推進

3 学校教育
①地域とともにある信頼される学校づくりの推進　
②幼保小連携教育の推進　③「確かな学力」の向上　
④「豊かな心」の育成　⑤「健やかな体」の育成　
⑥充実した教育環境づくり

1 雇用・労働
①雇用の確保と人材確保・育成への支援　②女性をはじめとする多様な人材の活躍の促進

2 商工業
①創業支援　②中小企業支援　③企業誘致の推進

3 農林水産業
①担い手の育成　②生産振興　③６次産業化と流通販売促進

1 道路網・港湾
①国道・県道の整備促進と生活道路の整備　②道路施設の防災対策と適切な維持管理
③港湾の計画的な整備と産業・物流・交流拠点としての充実

2 住環境
①空き家等対策の促進　②住宅の耐震診断・改修への支援の充実
③市営住宅の供給促進　④公園施設の適切な維持管理と利用促進

3 上水道・下水道
①安全な水の安定供給　②持続可能な下水処理施設等の運営・管理　③雨水対策の推進

4 循環型社会
①ごみの減量化と廃棄物処理体制の充実　②３Ｒの推進　③地域の環境向上の推進1 生涯学習

①生涯学習拠点・機会の充実　②学校と地域の協働による生涯学習の推進
③スポーツ・芸術の振興　
④家庭・学校・地域等の連携による教育力向上の推進

2 協働のまちづくり
①地域間の情報交換・情報共有・学習の場の提供　
②活動拠点を核とした地域活動の促進
③地域活動への参加促進

1 人権推進
①人権教育・啓発の推進　②多文化共生社会の推進

2 男女共同参画社会
①男女共同参画社会づくりの推進　②女性の活躍の促進
③男女がともに尊重し合う自立した生活への支援

3 健康づくり
①市民の健康づくりと生活習慣病の予防の推進　②救急医療の相談体制の利用促進
③食育の推進　④自殺対策の推進

4 高齢者福祉
①介護予防・生きがいづくりの推進　②地域で安心して暮らし続けるための介護・生活支援
③総合的な認知症施策の推進

5 障害者福祉
①地域でいきいきと暮らすための支援体制等の整備・充実
②障害児の健やかな育成のための支援体制等の整備　③ともに支え合う地域社会の構築

6 地域福祉
①地域における支え合いの推進　②相談やサービスを提供する仕組みづくり

1 防災・減災
①地域の防災意識の醸成・防災知識の普及　②情報伝達手段の構築
③避難体制の整備　④防災対応力の強化

2 交通安全・防犯・消費者行政
①交通安全の意識啓発と交通環境の整備　②防犯活動の推進
③消費者行政の推進　④暴力追放活動の推進
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将来像 3

将来像 4

将来像 2

初代竹原市長
有原　明三　氏

昭和 33 年 (1958) 初代竹原市長に就任。連続
4 期市政を担当，卓越した行政手腕により都市
計画の推進，公営企業竹原波方間自動車航送船
組合，竹原広域行政組合の設立，国民休暇村（現
休暇村）の誘致，港湾の整備，教育及び福祉施
設の整備など，住民福祉の向上と都市基盤の整
備に努力され，本市の発展に貢献された功績は
大きい。

（昭和 51 年 (1976) 5 月 1 日名誉市民称号）
陶芸家

𫝆井　政之　氏

元内閣総理大臣
池田 勇人 氏
（1899-1965）

ニッカウヰスキー創業者
竹鶴 政孝 氏
（1894-1979）

平成 23 年 (2011) 文化功労者顕彰。平成 30 年
(2018)文化勲章受章。同年広島県名誉県民顕彰。
昭和 53 年 (1978) 竹原市高崎町に築いた豊山
窯を拠点として，数々の陶芸作品を生み出し，
面象嵌法の第一人者として，その作品は国内外
から高く評価されている。本市に陶芸という新
しい文化を根づかせるとともに，市内小学生を
対象とした陶芸作品の制作指導の特別授業を行
うなど，本市の文化芸術の発展と教育振興に貢
献された功績は卓絶。

（平成 24 年 (2012) 3 月 16 日名誉市民称号）

昭和 24 年 (1949) に政界入りすると，
「一千億減税一千億施策」や「所得倍増
計画」といった思い切った政策をかかげ
た。昭和 35 年 (1960) に内閣総理大臣
に指名されると，積極的な経済政策によ
り日本の高度経済成長の基礎を築いた。
外交面では米国をはじめ，西欧諸国，中
国，韓国，東南アジアを訪問し，日本を
国際舞台に押し上げた。その政治手腕は
戦後第一級と言われ評価が高い。

大阪高等工業学校（現大阪大学）醸造科に進学すると，
清酒よりも洋酒に興味を持つ。熱心な研究姿勢と生ま
れもっての俊才ぶりから，卒業を前に摂津酒造で働き
始める。23 歳の時，イギリスのグラスゴー大学に留学
して洋酒の研究に没頭する。帰国後は摂津酒造を退社
し，株式会社壽屋（現サントリーホールディングス株
式会社）に入社。国内で唯一の英国ウイスキー技師で
あった。壽屋退社後は，独立して大日本果汁株式会社（現
ニッカウヰスキー株式会社）を創設し，本格スコッチ
ウイスキーの国産製造に成功。日本の本格ウイスキー
普及に貢献した。
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竹原市の位置図
　竹原市は，瀬戸内海沿岸部
の中央，広島県内でも南部の
ほぼ中央に位置しています。
　市内には，南北を流れる「賀
茂川」周辺から沿岸部の平地
部に市街地が形成され，朝日
山を中心に三方を山に囲まれ，
南側に広がる瀬戸内海には多
島美の景観が広がり，豊かな
自然と温暖な気候に恵まれた
住環境が形成されています。
　交通は，幹線道路，ＪＲ呉線
地方港湾竹原港，忠海港など
があり，周辺には山陽自動車
道河内インターチェンジ及び
広島空港があり，空・陸・海の
交通利便性の高い地域となっ
ています。

市章

竹を題材とし，竹の輪は市民の和を表し，
三方に広がる笹は平和で豊かな繁栄を象徴しています。

昭和 38 年 (1963) 制定

市民憲章 昭和 43 年 (1968) 制定

● 郷土の自然を愛し、平和な美しいまちをつくりましょう。
● きまりを守り、信じあえる住みよいまちをつくりましょう。
● 働くよろこびをもち、豊かなまちをつくりましょう。
● 老人をうやまい、青少年の夢を健やかに育てましょう。
● 健康なからだ、きれいな心で明るい家庭をきずきましょう。

市の花　  梅
清楚にして優雅な品性を保ち，早春に力強く伸びる
新しい枝と共に咲き誇る花は，その香りと共にまさ
に市民性を象徴するにふさわしいものです。

昭和 53 年 (1978) 選定

昭和 53 年 (1978) 選定市の木　  竹
まっすぐ伸びて信念を表し，市民みんなが仲良くつ
ながり合って成長し，葉は広く広がり，その緑は平
和を象徴するものです。

賀
茂
川

広島空港

432

185

2

山陽自動車道

河内IC

忠海駅竹原駅 呉線

山陽本線

安芸津駅

山陽新幹線

東広島

三原

▲

▲

▲

朝日山

城山

黒滝山

竹原港
忠海港

三原市

東広島市

吉名町

竹原町

高崎町

福田町

小梨町

新庄町

東野町
西野町

田万里町

阿波島
大久野島

小久野島

仁賀町

忠海町下野町
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たけはら竹まつり 大久野島のうさぎ 市重要文化財「西方寺普明閣及びお籠堂」

竹原の地酒 忠海港 湯坂温泉郷
重要伝統的建造物群保存地区

「町並み保存地区」
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